
 

 

八
重
山
は
亜
熱
帯
海
洋
性
の
気
候
を
持

ち
、
年
平
均
気
温
は
24
℃
で
寒
暖
の
差
も

小
さ
く
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
。
年

間
降
水
量
は2

0
0
0
 m

m

以
上
と
多
く
、
日

照
時
間
も
長
い
の
で
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

よ
り
多
く
受
け
、
光
合
成
も
活
発
に
行
わ
れ

る
。
標
高
が
低
い
の
で
海
風
が
内
陸
側
ま
で

入
り
込
み
、
海
浜
植
物
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら

れ
る
。
島
の
人
の
暮
ら
し
と
古
く
か
ら
な
じ

み
の
あ
る
海
浜
の
ハ
ー
ブ
を
挙
げ
て
み
た
。 

ゲ
ッ
キ
ツ
（
デ
ィ
ン
ギ
） 

M
u

rraya pan
icu

lata (L
.) Jack

 

ミ
カ
ン
科
。
海
岸
近
く
の
低
地
林
に
生
え
、

与
那
国
で
は
デ
ィ
ン
ギ
と
呼
ぶ
。
赤
く
熟
れ

た
実
を
爪
に
塗
る
子
ど
も
達
の
遊
び
か
ら

八
重
山
で
は
ツ
メ
ヒ
カ
リ
ノ
キ
と
も
。
シ
ル

ク
ジ
ャ
ス
ミ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ャ
ス
ミ
ン
と

も
呼
ば
れ
、
花
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
に
似

る
。
茎
葉
の
煎
じ
た
も
の
を
腰
痛
の
湿
布
や
、

あ
せ
も
等
皮
膚
疾
患
に
薬
用
風
呂
に
。
葉
は

同
属
の
カ
レ
ー
リ
ー
フ(

オ
オ
バ
ゲ
ッ
キ
ツ

M
u
rray

a k
oen

igii (L
.)S

pren
g
.)

同
様
ス
パ

イ
ス
に
。
花
は
甘
酢
漬
で
ピ
ク
ル
ス
に
。 

ヒ
レ
ザ
ン
シ
ョ
ウ 

Z
an

thoxylu
m

 
beecheyan

u
m

 
K

.K
och

 
v

ar. alatu
m

 (N
ak

ai) H
.H

ara  

ミ
カ
ン
科
。
サ
ン
ゴ
礁
の
岩
場
な
ど
に
自
生
。

葉
は
柑
橘
特
有
の
さ
わ
や
か
な
香
り
。
葉
と

実
を
香
辛
料
に
。
八
重
山
で
は
生
葉
を
解
毒

と
し
て
魚
汁
や
刺
身
の
添
え
に
。
雄
雌
異
株

の
常
緑
だ
が
寒
い
と
落
葉
。
夏
に
開
花
し
秋

に
結
実
。
果
皮
は
硬
く

亀
裂
し
た
中
か
ら
黒
い

玉
が
顔
を
向
き
だ
す
。

実
は
舌
が
痺
れ
る
よ
う

な
辛
味
が
あ
る
。
庭
木

で
人
気
。
以
前
は
海
岸

近
く
で
見
か
け
た
が
最

近
は
殆
ど
な
く
、
野
生

の
も
の
は
絶
滅
危
惧
種

に
。
挿
し
木
よ
り
種
子

の
方
が
殖
や
し
や
す
い
。

乾
燥
し
た
葉
に
も
香
り

と
辛
味
が
あ
り
魅
力
的

な
ス
パ
イ
ス
だ
。 

イ
リ
オ
モ
テ
ア
ザ
ミ
（
ハ
マ
グ
ン
ブ
） 

C
irsiu

m
 brevicau

le A
.G

ray
 

キ
ク
科
。
与
那
国
で
は
根
の
形
や
香
り
が
グ

ン
ブ(

ゴ
ボ
ウ)

に
似
て
い
る
の
で
ハ
マ
グ
ン

ブ
と
呼
ぶ
。訛
っ
て
ア
ダ
ミ
と
も
。
30
～
80

cm
ほ
ど
に
伸
び
た
紡
錘
状
の
根
を
無
数
に

つ
け
、
デ
ン
プ
ン
を
多
く
含
む
。
３
～
９
月

に
開
花
。
秋
に
播
種
し
、
翌
年
か
ら
野
菜
と

し
て
利
用
。
根
に
抗
菌
成
分
が
あ
り
、
日
干

し
魚
の
保
存
に
も
活
用
。
か
つ
て
は
火
傷
、

腫
れ
も
の
，
打
ち
身
な
ど
に
煎
じ
茶
を
用
い

た
。
根
を
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
天
日
干
し
し

た
テ
ィ
ー
は
ほ
ん
の
り
甘
く
便
秘
、
の
ぼ
せ

な
ど
を
解
消
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
も
高
い
。 

ツ
ル
ナ
（
ハ
マ
ナ
） 

T
etragon

ia tetragon
ioides  (P

all.) K
u

n
tze 

ツ
ル
ナ
科(

ハ
マ
ミ
ズ
ナ
科)

。
ハ
マ
ジ
シ
ャ
、

ハ
マ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
も
。
海
岸
に
自
生
し
、
石
垣

で
は
ハ
マ
ナ
と
呼
ぶ
。葉
が
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
似
て
、

地
を
這
い
茎
は
蔓
状
に
な
る
。
葉
は
肉
厚
、
表
面
に

粒
状
の
突
起
が
あ
り
触
る
と
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
。

３
～
６
月
開
花
。
果
実
は
突
起
の
あ
る
堅
果
。
ビ
タ

ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
ロ
テ
ン
、
鉄
分
が
豊
富
。

シ
ュ
ウ
酸
が
含
ま
れ
る
た
め
控
え
め
に
。
繁
殖
は
種

子
ま
た
は
挿
し
穂
。
収
穫
を
兼
ね
，
切
り
戻
し
を
行

う
と
年
中
収
穫
可
能
。 

オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
（
ユ
ウ
ナ
） 

H
ibiscu

s tiliaceu
s L

.  

ア
オ
イ
科
。
花
は
ロ
ー
ゼ
ル
に
似
て
、
黄
金
色
か
ら

茜
色
へ
と
変
わ
る
美
し
い
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
。

葉
や
樹
皮
に
は
繊
維
が
多
く
、
以
前
に
は
暮
ら
し
の

中
に
多
く
利
用
さ
れ
、
葉
は
食
べ
物
を
包
む
も
の
な

ど
。
樹
皮
か
ら
与
那
国
で
カ
ン
と
呼
ば
れ
る
靭
皮(

じ

ん
ぴ)

繊
維
を
と
り
、
凧
作
り
や
縄
な
ど
に
。
材
質
も

軽
く
て
丈
夫
な
た
め
木
製
遊
具
の
イ
ッ
パ
や
水
中
メ

ガ
ネ
な
ど
を
作
っ
て
い
た
。
枝
は
柔
軟
性
が
あ
り
、

揺
さ
ぶ
る
（
ド
ゥ
ン
パ
）
木
を
意
味
し
、
ド
ゥ
リ
ン

パ
キ
と
与
那
国
で
は
呼
ば
れ
る
。
葉
は
煮
だ
す
と
赤

い
テ
ィ
ー
と
な
り
、
咳
止
め
や
喉
の
腫
れ
の
炎
症
を

抑
え
る
ほ
か
、
樹
皮
と
根
茎
は
解
熱
な
ど
、
皮
膚
疾

患
に
も
よ
い
。 

ハ
マ
ダ
イ
コ
ン 

R
aph

an
u
s sativ

u
s L

. v
ar. h

orten
sis B

ack
er f. 
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es M

ak
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o 

ア
ブ
ラ
ナ
科
。
春
に
海
岸
沿
い
を
歩
く
と
ハ
マ
ダ
イ

コ
ン
の
芽
吹
き
が
楽
し
み
だ
。
生
の
葉
を
食
べ
て
風

邪
予
防
に
、
乾
燥
し
た
葉
を
風
呂
に
入
れ
て
皮
膚
の

湿
疹
や
か
ぶ
れ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
神
経

痛
や
冷
え
性
か
ら
く
る
関
節
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
の

に
も
。
花
は
観
賞
、
葉
や
種
子
は
ピ
ク
ル
ス
に
。
栽

培
も
容
易
な
の
で
お
す
す
め
。 

 

 

（
ゲ
ッ
キ
ツ
、
ヒ
レ
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ン
シ
ョ
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モ
テ
ア
ザ
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ツ
ル
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オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
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ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
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八
重
山
の
ハ
ー
ブ
＝
「
命
草
」
第
七
回 

海
浜
ハ
ー
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